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先ず半導体 検 出器 は、セ ン トラル 部 とセ ン トラ ル 部 に 隣接す る トラ ン ジ シ ョ ン 部 に 設置　　　　　　　　　　　　　ヨ
した。次 に   両部 の Te は 厚 い X 線吸 収 体 を用 い た 従来の 手法 と、半導体 X 線新感度 理 論 　 ol 　 I −… I　 I

l繼艦轜 韈 鸚鸞灘 馨嬾 萼1鱒 ∴。繍 讌f
ク ロ トロ ン 加熱くICH ）を行 っ て い る セ ン トラ ル 部 に 局在 し、（b）不 純物 イ オ ンは、　ICH 高調
波 加 熱条件を満 た さ ない た め、両部 の い ずれ に も局在 せ ず夫々 で

一
定 で あ り且 つ 少量 で 9

あ る 事、更 に 上 記Te が 等 しい 事か ら、  両 部 の 半導体出力の 差異 が 荷電交換中性粒子　9
に 拠 る 出力 と考察 した 。 図2に こ れ をプ ロ ッ ト し、計算曲線 と合わ せ Tiの 空間 分布を得　慳

鮭甑 欝 孫 禦 軈
計i具ll法 に よ り同

一
の Tiの 空間 分 布 （図 2）を得 た・

躄
　壑上 の 様 に 本講演 で は 「半導体検出器 を用 い た X 線並び に荷電交換中性粒子の 同時入 v
射計測法」に基 づ い た 「Te 、　Ti同時計測新手法の 原 理 を実証」 し たの で報告す る 。 【2，3」
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　 4 財 し ，冂 景 を厩 L．て い
．
、我 々 の ／ 】レ ープ が 昆口E1 し、イ1用 さ れ て い る

1
一
半導体 X 線計測器新感度理論ゴ［1，2］の 新感度領域 を用 い て 、従来 は計 測 が

不 可 能 だ っ た 数 10eV か らtw10　keVま での 広 範囲 の プ ラ ズ マ X 線時間
・
空間

分布計 測 を可 「ILに し、 「単
一プ ラ ズ マ ・シ ョ ッ トの み で 電子温度 の 時間

・
空間

分布を、時 々 刻 々 に 計測 で き る 1、新 型 マ トリ ッ ク ス 型半導体 X 線計測 器 （図 1）
を 用い た Xls 十灘 系を設言十

・
製作 した

　今回新 た に 、タ ン う ム ・ミ ラ
ー
装置 カ ン マ 10 の 、土 要 な閉 じ込 め 領 域

c ’
ある

セ ン トラ ル 1
．
「並 び に フ ラ ベ フ 全 俾

’MHD 的に 安定化す 7　：め の 扛小磁栃配位 を

もつ ア ン カ
ーナ

「に 、咋 X 猿計 測 糸 を 。殳置 し 二．こ の ガ ン マ 10 セ ン トラ ル ［及 び

ア ン カ
ー一

部 に お い て 、単
一

プラ ズ マ ・シ ョ ッ トで の、数 10eV か ら数10keV 領

域 の X 線計測 に 基づ く、初 め て の X 線 プ ラ ズ マ 断層撮像（トモ グラ フ ィ
ー計測 ）

を実施 し、単一プ ラ ズ マ ・シ ョ ッ トの み に よ っ て 電子 温度 の 空間分布
・
時間変

化 を求 め （図2）、ガ ／ dO −1．コン トラ 1レ。「販 ひ 〆 ン カ
ー

吝、」の 咀 f1昼度 分 布 の 相 関を

，ijヘ
ギ
ニ〔3，4L こ い よ うに 、本X 厚 1 ［↓ll」系は、広 エ ネ ル ギ ー

領域輻射 X 線（数 10
eV か ら数 10　keV ）の 時 間 ・空 間 ・エ ネ ル ギー変 化 、延 い て は プ ラ ズ マ 電子 分 布

関数
・
電子温度 の 時間

・
空閤分布計測 が で き る と い う特長 を持 っ て い る。

　本講演 で は 、ア ン カ
ー

N、，の MHD 安定性 へ の 寄 5 と詳 糊 な両 部 の 相 関、中性

ギ
＝

」
’
じ一一

ム 入 射 町 の 内 レ ノ肪 る 舞 い 等を併 せ て 凝 r
．
す る ，
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図 1　新型マ ト リ ッ ク ス 型 半導 体 X 線計 測 器
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図2　 電 子 温 度 の 時間
・
空 間 分 布
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